











  Japanische Übersetzung und realgeschichtliche und ideengeschichtliche Kommentare zu 





































































































































































































































1） Georg Wilhelm Friedrich Hegel Gesammelte Werke Bd.5, Düsseldorf 1998, S.591ff. （GW.5）
2） Wolfgang Burgdorf, Reichskonstitution und Nation Verfassungsreformprojekte für das Heilige 
Römische Reich Deutscher Nation im politischen Schrifttum von 1648 bis 1806, Mainz 1998.
3） GW.5, S.5 et al.
4） Ibid., S.7 et al.
5） 註 20で言及している Bernd Roeckの研究書が特に参照されるべきである。然し，直接間接に
此の問題に関連する重要な研究書の数は非常に多い。而も，近年の政治状況を反映して，その
数は急増しつつある。そうした背景をもつ歴史学分野の研究書としては，Joachim Whaley, 
Germany and the Holy Roman Empire, 2 vols, Oxford 2012.を挙げるに留める。帝国論に関して
は，Michael Stolleis, Geschichte des öffentlichen Rechts in Deutschland, München Bd.1 1988, 
Bd.2 1992.及び Dietmar Willoweit, Deutsche Verfassunfsgeschichte, München 20137.が標準的
である。本訳稿でも，各理論の理解について，その記述に基づいている点が幾つかあり，必要
に応じて明記する。
6） 原語は，BEGRIFF DES STAATSである。この表現は，Johann Christian Majer （1741‒1821）











  „Der Zweck der Staatsgenossenschaft ist auf den Genuß der Freyheit gerichtet; das Mittel zu 
diesem Zwecke ist die Staatsunterthänigkeit.“ Teutsche Staatskonstitution, S.13; „Zunächst und 
unmittelbar ist der Staat nur eine Sicherheitsanstalt, – für Freyheit und Eigenthum aller der 
einzelnen Staatsgenossen – gegen die Vergewaltigungen Anderer. So weit es nun zur Erreichung 
dieses Zweckes und zur Handhabung solcher gemeinen Sicherheit einer Gewalt über die Staats- 
genossen bedarf, so weit erstreckt sich auch der Umfang von der Hoheit des Staats.“ Op.cit. S.15f.
  猶，拙稿とは稍異なる点（特に「ドイツ的自由」の問題）に関してではあるが，Rosenzweig
が非常に早い段階で，ヘーゲルに対するMajerの影響を指摘していた。Franz Rosenzweig, 










Pütter, Historische Entwicklung der heutigen Staatsverfassung des Teutschen Reichs, Zweyter 












してヘーゲルに影響を及ぼしたと推測される思想家に August Ludwig von Schlözer （1735‒
1809）がいる。彼は，当時，学界のみならずジャーナリズムや政官界にも大きな影響を及ぼす
啓蒙主義思想家として活躍していた。その彼が著した Allgemeines StatsRecht und 
StatsVerfassungsLere （1793）の中に，『ドイツ国制論』の国家概念を理解する手懸りを見出し
うるように思われる。そこで彼は，アリストテレス以来の伝統的な societas civilis （die bürger-
liche Gesellschaft）概念を類概念とし，それに種差を加えることによって der Staat乃至 die 
Staatsgesellschaft概念を導出しようとするが，そこでの種差と看做されたのが，imperium
（命令権）概念であり，国家は societas civilis cum imperioと規定された。そして，imperium
概念の下で理解されていたものが，国内の治安維持と外的に対する防衛をその使命とする軍事
的権力である。それ故，次の様に言われる。”Erster Zweck und Pflicht des Stats, blos Schutz.” 
Op. cit., S.17. 詰り，「シュレーツァーは，市民社会から国家を区別し，その区別の根拠を明ら
かにすると云う仕方で，（〔防衛のための〕軍事的）権力が国家に対して本質的な意味を有する
事を明らかにしたのである。」拙稿「ヘーゲル『ドイツ憲法論』に於ける国家権力と団体自














評ある英訳でも，peoplesと訳している。Thomas Malcolm Knox, Zbigniew Pełczyński: Hegel’s 

















ば古典的な政体論の伝統に留まり得なくなることは，Samuel Freiherr von Pufendorf （1632‒
1694）が既に彼の著作 De statu imperii germanici ad Laelium fratrem, dominum Trezolani, liber 
unus （1667）に於て示したところであり，従って，それらのテキストは，ヘーゲルの立論が
Pufendorfの結論を前提として成り立っていることを示すものである。猶，Pufendorfの帝国
理解に就ては，以下の文献に於て提示された理解に基づいている。Bernd Roeck, Reichssystem 
und Reichsherkommen Die Diskussion über die Staatlichkeit des Reiches in der politischen 























33） 原語は，Provinzenである。その意味は，Adelung, Grammatisch-kritisches Wörterbuch der 
Hochdeutschen Mundart, 1793‒18012, Bd.3, Sp.850.に拠れば，“ein in seine Gränzen eingesch- 
300 ヘーゲル著『ドイツ国制論』
lossener und mit seiner eigenen obrigkeitlichen Verfassung versehener Landesbezirk“と規定さ
れ，また，Grimm, Deutsches Wörterbuch, Bd. 13, Sp. 2179. に拠れば，“ein gröszerer selbst-












  因みに，上掲 Knoxの英訳は Breton Lawと訳している。その点は，次の新しい英訳でも同様






Œuvres de Voltaire, Nouvelle édition, T. 36, Dialogues et Entretiens Philosophiques, Paris 1792, 
p. 17.








Grimm, Deutsches Wörterbuch, Bd. 11, Sp. 1005.には，次の様な説明が施されている。“4） ［als 




































54） ebenso loserの ebensoを金子武蔵訳では「どちらかといえば」と理解している。恐らく Knox
の英訳に従ったものである。しかし，無理がある。むしろ，途中で書き掛けに終わったものが
削除されずに残ったと理解すべきものと考える。猶，ebensoの用法については，以下の記述
が参照されるべきであろう。Deutsches Wörterbuch von Jacob Grimm und Wilhelm Grimm 











L’empire de Russie sous Pierre le Grand, 1759/1763.この点に関しては，以下の論文から示唆を
得た。角田俊男「都市共和国の伝統を継受する専制帝国 ― 啓蒙の歴史叙述とピョートルの改
革 ―」『成城大学経済研究所研究報告』No. 55，2010年。
  猶，ヘーゲルの没後，その蔵書が競売に附された際のカタログ Verzeichniß der von dem 





用を許されていた Steiger家の蔵書のカタログ Catalogue de la précieuse bibliothèque de feu M. 
l’Avoyer Christophe de Steiger de Tschugg. Bern 1880.に上掲初版本が蔵書に含まれていた事実
を確認し得る。因みに，同蔵書の中にヴォルテールの著作が非常に多く含まれている事実も特
筆に値する。この点については，以下の論文集に資料として附された上掲カタログが参照され
るべきである。Helmut Schneider, Norbert Waszek （Hrsg.） Hegel in der Schweiz （1793‒1796）, 
Frankfurt am Main 1997, S.375f.若き日に愛読した書物を，後日改めて購入した可能性がある。
57） 文中には zugleichが挿入されているが，何と何が同時であるのか，その意味が判然としない。
58） 原語は，Geist und Kunst der Staatsorganisationenである。「したがって（so daß）」という表現
からも明らかな様に，非同等性の必然性をヘーゲルは「有機的組織（Organisation）」の概念
からの必然的帰結として提示している。
59） 直接的にはアルプス以北のヨーロッパ全体を指示しているであろう。「すらも（selbst）」と言
われているのは，「宗教と国家の結び付きが，教皇の司教座が置かれたローマから遙かに遠い
地で成立した国家に於てすらも，成立した」という意味合いであろう。勿論，具体的には，教
皇レオ三世によるカール大帝の戴冠（800年）以来の，特にオットー大帝の戴冠（962年）以
来のドイツを中心とする神聖ローマ帝国に於ける，国家と宗教の関係の在り方が想定されてい
るであろう。
60） 原語は，Nationalfeindschaftである。Nation概念と Volk概念との異同が明確ではない。
61） 十字軍を指す。
62） 永遠であると同時に時間的でもある父・子・聖霊の三位一体の神を一つの生命として捉えたも
の。「祖国」とは，当然，イェルサレムを指す。
63） 原語は，Völkerである。
64） ヘーゲルは，別の箇所で，そうした事態を示す実例として，シュマルカルデン戦争（1546年‒
1547年）や七年戦争（1756年‒1763年）を挙げている。詳細は，当該箇所で言及する。
